
明
あ

けの空 芭蕉
ばしょう

をみおくる 細い月 
松尾芭蕉の『おくのほそ道』は、江戸

え ど

時代
じ だ い

に書かれ

た紀行
き こ う

文
ぶん

。江戸（東京）を出発して、東北・北陸
ほ く り く

地方を     

旅しました。足立区には、『おくのほそ道』の出発点の   

「千住」がありますから、ご存
ぞん

じの方も多いでしょう。 

『おくのほそ道』には、旅立ちの日に月が見えていた  

ことが書かれています。松尾芭蕉が出発したのは、  

元禄
げんろく

２年３月２７日でした。これは、太陰暦
たいいんれき

の日付
ひ づ け

です。      

太陰暦は、月の満
み

ち欠
か

けをもとに作られる暦
こよみ

ですから 

「３月２７日」を手掛
て が

かりにその日の月の形が判
わか

ります。 

（太陰暦の「元禄２年３月２７日」は、 今の暦では「１６８９年５月１６日」にあたります。） 

５月１６日は、「旅の日」。松尾芭蕉が千住を旅立った日を記念
き ね ん

して制定
せいてい

されました。 
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『おくのほそ道』の旅立ちの最初
さいしょ

の部分 

日 

芭蕉が旅立った日と同じ形の「二十七日月」 。三日月とは逆向
ぎゃくむ

きで、明け方の東の空に見える。 


